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「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
計
画
に
つ
い

て
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、「
国
の
審
議
状
況
⑦
」
と
し
て
、

中
央
新
幹
線
小
委
員
会
（
以
下
小
委
員
会
）

が
ま
と
め
、
昨
年
の　

月　

日
開
催
の
第

12

15

　

回
小
委
員
会
で
公
表
さ
れ
た
「
中
間
と

14り
ま
と
め
」
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

中
央
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
全
国
新
幹

線
鉄
道
整
備
法
の
規
定
に
基
づ
く
手
続
き

が
進
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
平
成　

年
２

22

月　

日
に
国
土
交
通
大
臣
か
ら
交
通
政
策

24
審
議
会
に
対
し
て
「
中
央
新
幹
線
の
営
業

主
体
及
び
建
設
主
体
の
指
名
並
び
に
整
備

計
画
の
決
定
」
に
つ
い
て
諮
問
さ
れ
、
３

月
以
降
小
委
員
会
に
お
い
て
集
中
的
に
審

議
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
中
間
と
り
ま
と
め
は
、
小
委
員
会

と
し
て
の
最
終
的
な
結
論
を
示
す
も
の
で

は
な
い
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
方
向
性
に
矛

盾
す
る
よ
う
な
問
題
が
浮
上
し
な
い
限
り
、

今
後
の
小
委
員
会
で
の
審
議
を
進
め
る
上

で
の
基
本
と
位
置
づ
け
し
て
い
ま
す
。

◆
中
央
新
幹
線
整
備
の
意
義

　

意
義
と
し
て
５
点
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

①
三
大
都
市
圏
を
高
速
か
つ
安
定
的
に
結

ぶ
幹
線
鉄
道
路
線
の
充
実

②
三
大
都
市
圏
以
外
の
沿
線
地
域
に
与
え

る
効
果

③
東
海
道
新
幹
線
の
輸
送
形
態
の
転
換
と

沿
線
都
市
群
の
利
便
性
向
上
に
よ
る
再

発
展

④
三
大
都
市
圏
を
短
時
間
で
直
結
す
る
意

義
⑤
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
先
進
的
な
鉄
道
技

術
の
確
立
及
び
他
の
産
業
へ
の
波
及
効

果
◆
走
行
方
式

　

『
超
電
導
リ
ニ
ア
方
式
を
採
用
す
る
こ

と
が
適
当
』
と
さ
れ
、
見
解
と
し
て
次
の

点
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

①
時
間
短
縮
等
に
よ
る
便
益
が
よ
り
大
き

く
、
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
有
利

②
我
が
国
の
鉄
道
技
術
全
般
の
国
際
競
争

力
の
向
上
と
我
が
国
の
成
長
に
も
つ
な

が
る
海
外
展
開
推
進
の
観
点
か
ら
も
極

め
て
重
要

◆
ル
ー
ト

　

『
南
ア
ル
プ
ス
ル
ー
ト
を
採
択
す
る
こ

と
が
適
当
』
と
さ
れ
、
見
解
と
し
て
次
の

点
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

①
よ
り
効
率
的
な
投
資
と
な
る
こ
と
に
加

え
、
生
産
額
の
増
加
な
ど
の
経
済
効
果

も
大
き
い
こ
と
が
確
認
済

②
整
備
新
幹
線
等
に
お
け
る
ト
ン
ネ
ル
掘

削
の
施
工
実
績
や
計
測
技
術
お
よ
び
大

規
模
機
械
の
開
発
等
に
よ
る
工
事
の
安

全
性
、
効
率
性
の
向
上
に
よ
り
、
技
術

的
に
対
応
可
能

③
両
ル
ー
ト
と
も
貴
重
な
自
然
環
境
が
存

在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
い
ず
れ
の

ル
ー
ト
を
採
択
し
て
も
環
境
保
全
に
は

十
分
な
配
慮
が
必
要

④
沿
線
自
治
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
お
よ
び

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
、
長
野

県
内
か
ら
は
、
伊
那
谷
ル
ー
ト
で
の
整

備
を
望
む
意
見
と
南
ア
ル
プ
ス
ル
ー
ト

で
の
整
備
を
望
む
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、

山
梨
県
か
ら
は
、
南
ア
ル
プ
ス
ル
ー
ト

を
支
持
す
る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

◆
営
業
主
体
お
よ
び
建
設
主
体

　

『
Ｊ
Ｒ
東
海
を
指
名
す
る
こ
と
が
適
当
』

と
さ
れ
、
見
解
と
し
て
２
点
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。

①
民
間
企
業
が
建
設
お
よ
び
運
営
を
自
己

負
担
で
行
う
と
す
れ
ば
、
東
海
道
新
幹

線
の
経
営
と
一
体
的
に
行
わ
れ
る
こ
と

が
合
理
的

②
東
海
道
新
幹
線
の
開
業
以
来
、
安
全
運

行
の
実
績
を
積
み
重
ね
、
営
業
主
体
と

し
て
の
事
業
遂
行
能
力
を
有
す
る
。
さ

ら
に
、
東
海
道
新
幹
線
の
運
営
費
用
低

減
に
関
し
て
得
た
蓄
積
の
中
央
新
幹
線

へ
の
活
用
を
期
待

◆
付
帯
意
見

　

こ
れ
ま
で
の
審
議
に
お
い
て
、
諮
問
事

項
に
は
直
接
該
当
し
な
い
も
の
の
、
中
央

新
幹
線
の
整
備
に
つ
い
て
特
に
重
要
と
考

え
ら
れ
る
事
項
が
付
帯
意
見
と
し
て
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。（
表
１
）

　

こ
れ
ら
は
、
一
部
を
除
い
て
中
長
期
的

な
検
討
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の

中
央
新
幹
線
整
備
関
係
者
に
お
い
て
留
意

さ
れ
る
こ
と
を
小
委
員
会
と
し
て
希
望
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
回
の
中
間
と
り
ま
と
め
に
よ
り
約
一

ヶ
月
間
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
論
点
整
理
が
行
わ
れ
、
今
年
度

末
に
も
答
申
案
が
ま
と
め
ら
れ
、
再
度
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
後
、
夏
前
に
は

答
申
が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
す
。

問 
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
内
線　

）
322

 
中
間
と
り
ま
と
め
の
位
置
づ
け

付 帯 意 見（表１・一部抜粋）

①大阪までの早期開業のための検討
・・名古屋・大阪間の整備については、今後、経済社会情勢等を勘案しなが
ら、継続的に早期整備・開業のための具体策を検討すべき

②コストダウンの重要性
・建設主体等は、コストダウンに最大限努めることが極めて重要
・・国等においてもコストダウンのための技術開発の支援等を行っていくこ
とが重要

③国際拠点空港との結節性の強化
・・中央新幹線の駅と国際拠点空港間のアクセスの利便性を十分に確保する
ことが極めて重要

④環境への配慮
・・早期段階から適切な環境配慮措置を取るため、関係自治体との調整を含
めた準備を開始すべき
・・さらに、環境影響評価の実施、工事実施段階の環境影響への配慮および
開業後も含めたモニタリングの実施など、その後の事業の各段階におい
て適切な環境配慮措置が行われるべき

⑤独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構の技術力等の活用
・・大規模な鉄道整備を円滑に進めるためにはその協力が必要不可欠
・・仮に建設主体をＪＲ東海とする場合、鉄道・運輸機構の技術力等を積極
的に活用すべき

⑥駅のアクセス圏拡大等及び沿線地域の協力の重要性
・全幹法の趣旨に合致する範囲内で途中駅の設置数を最小限に留める
・・同時に、駅のアクセス圏を従来の鉄道駅に比べて格段に拡大することが
重要
・・駅の建設費用については、小委員会で示されたＪＲ東海および沿線自治
体双方の意見も踏まえ、今後、合理的な負担のあり方の検討方法につい
て調整が行われることが望まれる

⑦戦略的な地域づくりの重要性
・地域の特性を生かした産業の振興や観光振興など、地域独自の魅力を発
揮する地域づくりを戦略的に実施していくことが極めて重要

⑧中央新幹線の整備効果を踏まえた国土政策および交通政策全般の検討
・・国土交通省においては、中央新幹線の整備効果を踏まえて、国土政策お
よび交通政策全般について検討されることが望まれる。

 
中
間
と
り
ま
と
め
の
概
要

 
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル


